
劉
向
の
災
異
解
釈
に
お
け
る
分
野
説
へ
の
依
拠
と
そ
の
三
統
説

南

部

英

彦

Liu-Xiang
（
劉
向
）’s Dependance on Fen-Ye-Shuo

（
分
野
説
）in Interpretation of N

atural Desasters and H
is San-Tong-Shuo

（
三
統
説
）

N
AM

BU
 H

idehiko

（Received Septem
ber 25, 2020

）

は
じ
め
に

前
漢
後
期
の
劉
向
（
前
79
～
前
８（

１
）

）
の
災
異
説
の
特
徴
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
、

田
中
麻
紗
巳
氏
の
「
劉
向
の
災
異
説（

２
）

」
が
あ
る
。
田
中
氏
は
、
劉
向
の
災
異
説
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
災
異
思
想
は
、
災
異
と
そ
の
原
因
あ
る
い
は
結
果
と
し
て
の

人
事
と
が
種
々
な
理
論
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
面
と
、
そ
の
結
び
つ
け
を
通
し
て

説
者
の
意
思
が
展
開
さ
れ
る
面
と
が
あ
り
、
前
者
は
災
異
思
想
そ
の
も
の
の
機
構
も
し
く
は

構
造
、
後
者
は
災
異
思
想
の
機
能
又
は
目
的
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
劉
向
は
、『
洪
範
五
行

伝
』
に
基
づ
い
て
歴
史
上
の
具
体
的
な
災
異
を
解
説
し
た
『
洪
範
五
行
伝
論
』
十
一
篇
を
著

し
て
お
り
、『
漢
書
』
五
行
志
所
収
の
彼
の
説
は
こ
の
著
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
五
行
志
所
収

の
劉
向
説
の
機
構
は
『
五
行
伝
』
の
説
を
中
心
と
し
、
そ
の
機
械
論
的
な
性
格
を
補
足
す
る

も
の
と
し
て
象
数
易
・
陰
陽
（
気
）
の
考
え
が
採
用
さ
れ
、
更
に
前
兆
の
意
味
を
加
え
る
の

に
、
天
の
考
え（「
天
戒
若
曰
」）が
使
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
天
に
は
前
兆
の
働
き
を
認
め
る
だ

け
で
予
言
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
田
中
氏
が
、
劉
向
の
災
異
説
の
機
構
・
構
造
と
機
能
・
目

的
を
分
け
、
そ
の
機
構
で
は
『
五
行
伝
』
の
説
、
象
数
易
・
陰
陽
（
気
）
・
天
の
考
え
が
用

い
ら
れ
、
そ
の
天
は
前
兆
の
意
味
を
も
つ
と
し
た
の
は
受
け
継
ぐ
べ
き
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

た
だ
、
劉
向
の
災
異
説
の
機
構
に
用
い
ら
れ
る
天
は
前
兆
の
意
味
を
も
つ
だ
け
で
予
言
に
は

進
ん
で
い
な
い
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
天
戒
が
天
の
言
葉
と
し
て
予
言
で
あ
る
と
い

う
板
野
長
八
氏
の
指
摘（

３
）

も
あ
り
、
今
後
用
例
に
も
と
づ
く
検
討
に
よ
り
見
直
し
を
図
る
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
。『
漢
書（

４
）

』
五
行
志
所
収
の
劉
向
説
を
な
が
め
る
と
、
こ
の
「
天
戒
若
曰
」

と
し
て
示
さ
れ
る
天
戒
と
は
別
に
、
劉
向
自
身
の
在
世
中
に
起
こ
っ
た
異
変
に
対
す
る
彼
の

解
釈
が
予
言
に
進
ん
で
い
る
次
の
例
が
あ
る
。

�

【
Ｘ
】
成
帝
の
河
平
三
年
二
月
丙
戌
、
犍
為
の
柏
江
山
崩
れ
、
捐
江
山
崩
れ
て
、
皆
江

水
を
廱ふ

さ

ぐ
。
江
水
逆
流
し
て
城
を
壊
し
、
十
三
人
を
殺
す
。
地
震
積
む
こ
と
二
十
一
日
、

百
二
十
四
た
び
動
く
。
元
延
三
年
正
月
丙
寅
、
蜀
郡
の
岷
山
崩
れ
て
、
江
を
廱
ぐ
。
江

水
は
逆
流
し
、
三
日
に
し
て
乃
ち
通
ず
。
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
周
時
岐
山
崩
れ
、
三
川

竭
き
て
、
幽
王
亡
ぶ
。
岐
山
は
周
の
興
る
所
な
り
。
漢
家
は
本
蜀
漢
に
起
こ
れ
ば
、
今

起
こ
る
所
の
地
の
山
崩
れ
川
竭
き
、
星
孛
又
摂
提
・
大
角
に
及
び
、
参
従
り
辰
に
至
れ

ば
、
殆
ど
必
ず
亡
び
ん
。
其
の
後
三
世
嗣
亡
く
、
王
莽
簒
位
す
（
成
帝
河
平
三
年
二
月

丙
戌
、
犍
為
柏
江
山
崩
、
捐
江
山
崩
、
皆
廱
江
水
。
江
水
逆
流
壊
城
、
殺
十
三
人
。
地

震
積
二
十
一
日
、
百
二
十
四
動
。
元
延
三
年
正
月
丙
寅
、
蜀
郡
岷
山
崩
、
廱
江
。
江
水

逆
流
、
三
日
乃
通
。
劉
向
以
為
、
周
時
岐
山
崩
、
三
川
竭
、
而
幽
王
亡
。
岐
山
者
、
周

所
興
也
。
漢
家
本
起
於
蜀
漢
、
今
所
起
之
地
山
崩
川
竭
、
星
孛
又
及
摂
提
・
大
角
、
従

参
至
辰
、
殆
必
亡
矣
。
其
後
三
世
亡
嗣
、
王
莽
簒
位
）。（
五
行
志
下
之
下
）

資
料
【
Ｘ
】
で
は
、
成
帝
の
河
平
三
年
（
前
26
）
の
犍
為
郡
柏
江
山
及
び
捐
江
山
の
崩
壊

と
元
延
三
年
（
前
10
）
の
蜀
郡
岷
山
の
崩
壊
の
記
事
に
対
し
て
「
劉
向
以
為
」
と
し
て
劉
向

説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
劉
向
説
で
は
「
周
時
岐
山
崩
、
三
川
竭
、
而
幽
王
亡
。
岐
山
者
、

周
所
興
也
。
漢
家
本
起
於
蜀
漢
、
今
所
起
之
地
山
崩
川
竭
」
の
箇
所
で
こ
れ
ら
の
山
崩
れ
が
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漢
王
朝
の
発
祥
の
地
で
あ
る
蜀
漢
地
方
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
星
孛
又
及
摂
提
・
大

角
、
従
参
至
辰
」
の
箇
所
で
、
そ
れ
と
同
時
期
に
孛
星（

５
）

が
摂
提
星
・
大
角
星
の
位
置
に
出
現

し
、
か
つ
参
宿
か
ら
辰
宿
（
房
宿
）
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
天
変
地
異
を

根
拠
に
し
て
「
殆
必
亡
矣
」
と
し
て
漢
の
滅
亡
を
予
言
し
て
い
る
。
予
言
の
後
に
付
さ
れ
た

「
其
後
三
世
亡
嗣
、
王
莽
簒
位
」
と
の
文
は
、
こ
の
劉
向
の
予
言
が
的
中
し
た
こ
と
を
班
固

が
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
右
の
劉
向
説
は
、
自
身
の
在
世
中
の
異
変
を

解
釈
し
て
漢
王
朝
の
滅
亡
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
資
料
【
Ｘ
】
が
含
む
劉
向
説

が
、
漢
王
朝
の
発
祥
の
地
で
あ
る
蜀
漢
地
方
の
山
崩
れ
に
加
え
、
摂
提
星
・
大
角
星
の
位
置

と
参
宿
か
ら
辰
宿
（
房
宿
）
ま
で
の
範
囲
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
と
い
う
二
点
を
漢
王
朝
の

滅
亡
に
結
び
つ
け
る
こ
と
か
ら
は
、
劉
向
が
こ
の
二
つ
の
異
変
を
漢
滅
亡
の
前
兆
と
捉
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
と
と
も
に
、
こ
の
劉
向
説
の
天
人
相
関
の
機
構
が
所
謂
る
分
野
説（

６
）

に
も

と
づ
く
可
能
性
を
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
資
料
【
Ｘ
】
で
こ
の
二
つ
の
異
変
を
劉
向
が
漢
滅
亡
の
前
兆
と
見
た

理
由
を
、『
漢
書
』
所
収
の
他
の
劉
向
説
を
合
わ
せ
用
い
て
考
察
し
、
災
異
解
釈
に
お
い
て
予

言
へ
と
至
る
劉
向
の
論
理
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
劉
向
の
災
異
解
釈
が
分
野
説
に

も
と
づ
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、『
説
苑
』
辨
物
篇
の
一
節
を
用
い
て
、
劉
向
の

分
野
説
が
彼
の
三
統
説
に
も
と
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

一
、
蜀
漢
地
方
の
山
崩
れ
に
つ
い
て

ま
ず
蜀
漢
地
方
の
山
崩
れ
を
漢
の
滅
亡
の
前
兆
と
す
る
理
由
に
関
し
て
は
、
劉
向
が
そ
の

直
前
に
「
周
時
岐
山
崩
、
三
川
竭
、
而
幽
王
亡
。
岐
山
者
、
周
所
興
也
」
と
し
て
、
岐
山
の

崩
壊
を
周
の
幽
王
の
滅
亡
の
前
兆
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
そ
の
解
明
の
手
が
か
り
と
な
る
。

こ
こ
に
周
の
幽
王
の
滅
亡
を
漢
の
滅
亡
に
比
擬
せ
ん
と
す
る
劉
向
の
意
識
が
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
劉
向
が
、
岐
山
の
山
崩
れ
を
周
の
幽
王
の
滅
亡
の
前
兆
と
す
る
理
由
を
、

五
行
志
下
之
上
の
「
史
記（

７
）

周
幽
王
二
年
、
周
三
川（

８
）

皆
震
」
及
び
「
是
歳
三
川
竭
、
岐
山
崩
」

と
い
う
記
事
に
付
さ
れ
た
劉
向
説
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

�

史
記
周
幽
王
の
二
年
、
周
の
三
川
皆
震
ふ
。
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
金
木
水
火
の
土
を
沴そ

こ
な

ふ
者
な
り
。
伯
陽
甫
曰
く
、
周
将
に
亡
び
ん
と
す
。
天
地
の
気
は
其
の
序
を
過
た
ず
、

其
の
序
を
過
つ
が
若
き
は
、
民
之
を
乱
す
な
り
。
陽
伏
し
て
出
づ
る
能
は
ず
、
陰
迫
り

て
升
る
能
は
ず
。
是
に
於
い
て
地
震
有
り
。
今
三
川
、
実
に
震
ふ
は
、
是
れ
陽
其
の
所

を
失
ひ
て
陰
に
塡
が
る
れ
ば
な
り
。
陽
失
ひ
て
陰
に
在
れ
ば
、
原
必
ず
塞
が
る
。
原
塞

が
れ
ば
、
国
亡
ぶ
。
夫
れ
水
は
、
土
演な

が

し
て
民
用
ふ
る
な
り
。
土
演
す
所
無
け
れ
ば
、

民
財
用
に
乏
し
。
亡
び
ざ
る
こ
と
何
ぞ
待
た
ん
。
昔
伊
雒
竭
き
て
夏
亡
び
、
河
竭
き
て

商
亡
ぶ
。
今
周
徳
は
二
代
の
季
の
如
く
し
て
、
其
の
原
も
又
塞
が
る
。
塞
が
れ
ば
必
ず

竭
く
。
川
竭
く
れ
ば
、
山
必
ず
崩
る
。
夫
れ
国
は
必
ず
山
川
に
依
る
。
山
崩
れ
川
竭
く

る
は
、
亡
の
徴
な
り
。
若
し
国
亡
び
ん
と
す
れ
ば
、
十
年
に
過
ぎ
ざ
る
は
、
数
の
紀
な

れ
ば
な
り
と
。
是
の
歳
三
川
竭
き
、
岐
山
崩
る
。
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
陽
失
ひ
て
陰
に

在
り
と
は
、
火
気
来
た
り
て
煎
て
水
を
枯
ら
す
を
謂
ふ
。
故
に
川
竭
く
る
な
り
。
山
川

の
体
を
連
ぬ
れ
ば
、
下
竭
き
て
上
崩
る
る
は
、
事
勢
の
然
れ
ば
な
り
。
時
に
幽
王
暴
虐

に
し
て
、
妄
り
に
誅
伐
し
、
諫
め
を
聴
か
ず
、
褒
娰
に
迷
ひ
、
其
の
正
后
を
廃
す
。
廃

后
の
父
の
申
侯
、
犬
戎
と
共
に
幽
王
を
攻
殺
す
（
史
記
周
幽
王
二
年
、
周
三
川
皆
震
。

劉
向
以
為
金
木
水
火
沴
土
者
也
。
伯
陽
甫
曰
、
周
将
亡
矣
。
天
地
之
気
不
過
其
序
、
若

過
其
序
、
民
乱
之
也
。
陽
伏
而
不
能
出
、
陰
迫
而
不
能
升
。
於
是
有
地
震
。
今
三
川
実

震
、
是
陽
失
其
所
而
塡
陰
也
。
陽
失
而
在
陰
、
原
必
塞
。
原
塞
、
国
必
亡
。
夫
水
、
土

演
而
民
用
也
。
土
無
所
演
、
而
民
乏
財
用
。
不
亡
何
待
。
昔
伊
雒
竭
而
夏
亡
、
河
竭
而

商
亡
。
今
周
徳
如
二
代
之
季
、
其
原
又
塞
。
塞
必
竭
。
川
竭
、
山
必
崩
。
夫
国
必
依
山

川
。
山
崩
川
竭
、
亡
之
徴
也
。
若
国
亡
、
不
過
十
年
、
数
之
紀
也
。
是
歳
三
川
竭
、
岐

山
崩
。
劉
向
以
為
陽
失
在
陰
者
、
謂
火
気
来
煎
枯
水
。
故
川
竭
也
。
山
川
連
体
、
下
竭

上
崩
、
事
勢
然
也
。
時
幽
王
暴
虐
、
妄
誅
伐
、
不
聴
諫
、
迷
於
褒
娰
、
廃
其
正
后
。
廃

后
之
父
申
侯
与
犬
戎
共
攻
殺
幽
王
）。

右
の
資
料
を
見
る
と
、「
史
記
周
幽
王
二
年
、
周
三
川
皆
震
」
と
い
う
史
官
の
記
録
に
つ
い

て
「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
金
木
水
火
の
土
を
沴
ふ
者
な
り
」
と
し
て
、
劉
向
は
自
身
の
五
行

説
を
付
し
た
の
ち
、
周
の
太
史（

９
）

の
伯
陽
甫
の
説
を
置
く
。
以
下
、
こ
の
劉
向
の
五
行
説
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
、
伯
陽
甫
の
説
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
い
く
。
伯
陽
甫
は
「
周
将
に
亡

び
ん
と
す
」
と
予
言
し
た
の
ち
、
そ
の
判
断
の
理
由
を
述
べ
る
。
天
地
の
気
が
そ
の
秩
序
を

過
つ
の
は
、
民
が
こ
れ
を
乱
し
た
の
で
あ
る
。
陽
が
押
さ
え
ら
れ
て
出
ら
れ
ず
、
陰
が
迫
っ

て
上
昇
で
き
な
い
と
地
震
が
起
こ
る
。
先
の
三
川
（
涇
水
・
伊
水
・
洛
水
）
の
地
震
は
、
陽

が
居
場
所
を
失
っ
て
陰
の
場
所
を
占
め
、
陽
が
陰
に
押
さ
え
こ
ま
れ
た
た
め
に
、
水
源
が
塞

が
っ
て
川
の
水
が
地
上
を
流
れ
ず
に
涸
れ
た
た
め
で
あ
る
。
川
が
地
上
を
流
れ
な
い
と
民
は

財
用
に
乏
し
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
国
は
亡
ぶ
。
か
つ
て
伊
水
と
洛
水
が
枯
渇
し
て
夏
が
亡

び
、
黄
河
が
枯
渇
し
て
殷
が
亡
ん
だ
の
で
あ
り
、
周
徳
は
今
二
代
の
末
期
と
同
様
で
あ
る
た

め
、
水
源
が
塞
が
り
、
川
が
枯
渇
し
た
。
川
が
枯
渇
す
る
と
、
山
が
崩
れ
る
。
そ
し
て
国
は

山
川
に
依
存
す
る
の
で
、
山
が
崩
れ
川
が
涸
れ
る
の
は
、
滅
亡
の
象
徴
で
あ
る
と
し
て
、
伯

陽
甫
は
、
三
川
が
涸
れ
た
周
は
滅
ぶ
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
「
是
の
歳
三

川
竭
き
、
岐
山
崩
る
」
と
い
う
記
事
は
、
伯
陽
甫
の
予
言
が
的
中
し
た
こ
と
を
暗
に
示
す
。

南部 英彦
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こ
の
記
事
に
つ
い
て
も
「
劉
向
以
為
」
と
し
て
劉
向
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
劉
向
は
、
伯
陽

甫
の
い
う
「
陽
失
い
て
陰
に
在
り
」
と
は
、
火
気
が
水
を
煮
詰
め
た
の
で
川
が
涸
れ
た
こ
と

を
い
う
と
し
て
、
陽
と
火
、
陰
と
水
を
対
応
さ
せ
、
ま
た
川
の
枯
渇
と
山
の
崩
壊
は
本
来
一

体
の
現
象
で
あ
る
と
し
て
、
先
の
伯
陽
甫
の
陰
陽
説
を
五
行
説
に
よ
り
補
う
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
先
の
「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
金
木
水
火
の
土
を
沴
ふ
者
な
り
」
と
い
う
劉
向
の
五
行
説

は
、
火
（
陽
）
が
水
（
陰
）
を
涸
ら
せ
た
た
め
に
三
川
が
枯
渇
し
、
山
崩
れ
が
起
こ
っ
た
こ

と
に
対
す
る
解
釈
だ
と
分
か
る
。

そ
れ
で
は
、
水
火
が
土
を
乱
し
た
原
因
は
何
か
。
伯
陽
甫
の
説
で
は
「
天
地
之
気
不
過
其

序
、
若
過
其
序
、
民
乱
之
也
」
と
あ
っ
て
、
民
が
天
気
を
乱
し
た
の
が
原
因
と
し
た
が
、
問

題
は
民
が
天
気
を
乱
し
た
原
因
が
何
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
五
行
志
下
之
上
に

「
成
公
五
年
、
夏
、
梁
山
崩
。
穀
梁
伝
曰
、
癰
河
三
日
不
流
、
晋
君
帥
群
臣
而
哭
之
、
乃

流
」
と
あ
る
、
魯
の
成
公
五
年
の
「
梁
山
崩
」
と
い
う
『
春
秋
』
経
に
対
す
る
『
穀
梁
伝
』

を
節
略
し
た
文
に
付
さ
れ
た
「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
山
は
陽
に
し
て
君
な
り
。
水
は
陰
に
し

て
民
な
り
。
天
戒
め
て
若
く
曰
う
。
君
道
崩
壊
し
て
、
下
乱
れ
、
百
姓
将
に
其
の
所
を
失
は

ん
と
す
と
。
哭
し
て
然
る
後
流
る
る
は
、
喪
亡
の
象
な
り
（
劉
向
以
為
、
山
、
陽
、
君
也
。

水
、
陰
、
民
也
。
天
戒
若
曰
、
君
道
崩
壊
、
下
乱
、
百
姓
将
失
其
所
矣
。
哭
然
後
流
、
喪
亡

象
也
）」云
々
と
い
う
劉
向
説
が
参
考
に
な
る
。
こ
こ
で
劉
向
は
山
を
陽
と
君
に
、
水
を
陰
と

民
に
当
て
、「
天
戒
若
曰
」
と
し
て
天
戒
を
示
し
て
、
山
崩
れ
と
川
の
枯
渇
は
、
君
道
の
崩
壊

に
よ
り
民
が
混
乱
し
て
所
を
失
う
前
兆
だ
と
す
る
。
そ
こ
で
伯
陽
甫
が
、
今
周
徳
は
二
代
の

末
期
と
同
様
で
あ
る
と
し
て
周
の
滅
亡
を
予
言
し
て
い
た
の
を
合
わ
せ
鑑
み
る
と
、「
時
幽
王

暴
虐
、
妄
誅
伐
、
不
聴
諫
、
迷
於
褒
娰）

（1
（

、
廃
其
正
后
、
廃
后
之
父
申
侯
与
犬
戎
共
攻
殺
幽

王
」
と
い
う
箇
所
が
天
気
の
乱
れ
の
要
因
を
述
べ
た
部
分
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
劉
向
は
、
周
の

幽
王
の
暴
虐
な
統
治
こ
そ
が
民
に
所
を
失
わ
せ
る
こ
と
で
天
気
（
陰
陽
・
五
行
）
を
乱
し
て

三
川
の
枯
渇
と
岐
山
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
君
道
の
崩
壊
と
天
気
の
乱

れ
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五
行
志
下
之
上
に
『
洪
範
五
行
伝
』
の
「
思
心
の

不

な
る
、
是
を
不
聖
と
謂
ふ
。
…
時
に
則
ち
金
木
水
火
、
土
を
沴
ふ
（
思
心
之
不

、
是

謂
不
聖
。
…
時
則
有
金
木
水
火
沴
土
）」と
い
う
文
に
対
す
る
「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
…
凡
そ

思
心
の
傷
む
者
は
土
気
を
病
み
、
土
気
を
病
め
ば
則
ち
金
木
水
火
、
之
を
沴
ふ
。
故
に
時
に

金
木
水
火
の
土
を
沴
ふ
こ
と
有
り
と
曰
ふ
。
「
惟
」
と
言
は
ず
、
独
り
「
時
則
有
」
と
曰
ふ

は
、
一
衝
気
の
沴
ふ
所
に
非
ず
、
其
の
異
の
大
な
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
（
劉
向
以
為
、

…
凡
思
心
傷
者
病
土
気
、
土
気
病
則
金
木
水
火
沴
之
。
故
曰
時
則
有
金
木
水
火
沴
土
。
不
言

惟
而
独
曰
時
則
有
者
、
非
一
衝
気
所
沴
、
明
其
異
大
也
）」と
い
う
劉
向
説
を
参
照
し
た
い
。

こ
こ
で
「
思
心
の
傷
む
者
」
と
は
、
君
主
を
指
す
。
君
主
の
思
慮
が
だ
め
に
な
る
と
、
土
気

を
病
み
、
土
気
を
病
む
と
金
木
水
火
が
土
気
を
損
な
う
の
で
あ
り
、
洪
範
五
行
伝
の
「
時
則

有
」
と
い
う
表
現
は
、
一
気
の
み
の
衝
突
に
よ
っ
て
損
な
う
の
で
は
な
く
、
異
変
が
大
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
だ
と
す
る
。
実
際
、
先
に
見
た
五
行
志
下
之
上
の
「
史
記
周
幽

王
二
年
、
周
三
川
皆
震
」「
是
歳
三
川
竭
、
岐
山
崩
」
と
い
う
記
事
に
対
す
る
劉
向
説
で
は

「
金
木
水
火
沴
土
者
」
の
事
例
に
相
当
す
る
と
し
た
う
え
で
、
伯
陽
甫
の
説
を
も
と
に
、
水

火
二
気
が
土
を
乱
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
劉
向
説
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
劉
向
は
、
幽
王
の
暴
虐
な
心
と
統
治
の
崩
壊
こ

そ
が
、
天
気
（
陰
陽
・
五
行
）
を
損
な
っ
て
岐
山
を
崩
壊
へ
と
至
ら
し
め
た
真
の
原
因
と
見

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
「
国
の
命
運
は
祖
国
の
山
川
に
依
り
従
う
」
と
い
う
原
則

に
よ
り
、
岐
山
の
崩
壊
を
周
の
滅
亡
の
前
兆
だ
と
捉
え
、
漢
の
発
祥
の
地
で
あ
る
蜀
漢
地
域

の
山
崩
れ
を
周
代
の
岐
山
の
崩
壊
に
擬
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
漢
滅
亡
の
前
兆
と
見
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
蜀
漢
地
域
の
山
崩
れ
が
起
こ
っ
た
真
の
原
因
に
つ
い
て
劉
向
は
ど
う
考

え
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
・
第
三
節
で
の
考
察
を
終
え
て
か
ら
、
改
め

て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
に
つ
い
て

次
に
劉
向
が
、
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
を
漢
滅
亡
の
前
兆
と
し

て
見
た
理
由
を
、『
漢
書
』
所
収
の
他
の
劉
向
説
を
用
い
て
考
え
た
い
。
資
料
【
Ｘ
】
の
劉

向
説
に
「
星
孛
又
及
摂
提
・
大
角
、
従
参
至
辰
」
と
あ
る
の
は
、
五
行
志
下
之
下
の
「
元

延
元
年
（
前
12
）
辛
未
、
東
井
に
星
孛
有
り
。
…
南
に
逝ゆ

き
度わ

た

り
て
大
角
・
摂
提
を
犯
し
、

天
市
に
至
り
て
節
を
按
じ
て
徐
行
し
、
炎
、
市
に
入
り
、
中
旬
に
し
て
而
る
後
西
に
去
き
、

五
十
六
日
し
て
倉
龍
と
倶
に
伏
す
（
元
延
元
年
辛
未
、
東
井
有
星
孛
、
…
南
逝
度
犯
大
角
・

摂
提
、
至
天
市
而
按
節
徐
行
、
炎
入
市
、
中
旬
而
後
西
去
、
五
十
六
日
与
倉
龍
倶
伏
）」と
記

さ
れ
る
孛
星
の
特
徴
を
簡
潔
に
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
こ
に

は
、
こ
の
異
変
に
対
す
る
「
劉
向
亦
曰
く
、
三
代
の
亡
ぶ
る
に
、
攝
提
方
を
易
ふ
。
秦
・
項

の
滅
ぶ
る
に
、
大
角
に
星
孛
あ
り
（
劉
向
亦
曰
、
三
代
之
亡
、
摂
提
易
方
、
秦
項
之
滅
、
星

孛
大
角
）」と
い
う
劉
向
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
劉
向
説
は
、
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置

に
お
け
る
星
孛
の
出
現
を
、
三
代
・
秦
・
項
羽
の
滅
亡
の
前
兆
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
を
、
劉
向
は
な
ぜ
に
王
朝

滅
亡
の
前
兆
と
見
う
る
と
す
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
点
の
考
察
に
当
た
り
、
ま
ず
星
孛
が
出
現
す
る
意
味
に
関
す
る
劉
向
の
理
解
を
押
さ

え
て
お
き
た
い
。
五
行
志
下
之
下
の
「
文
公
十
四
年
七
月
、
有
星
孛
入
于
北
斗
」
と
い
う
記

劉向の災異解釈における分野説への依拠とその三統説
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事
に
は
「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
君
臣
朝
に
乱
れ
、
政
令
外
に
虧
け
ば
、
則
ち
上
に
三
光
の
精

を
濁
ら
せ
て
、
五
星
贏
縮
し
、
色
を
変
へ
て
逆
行
し
、
甚
だ
し
け
れ
ば
則
ち
孛
と
為
る
。
北

斗
は
人
君
の
象
。
孛
星
は
乱
臣
の
類
の
簒
殺
す
る
の
表
な
り
（
劉
向
以
為
、
君
臣
乱
於
朝
、

政
令
虧
於
外
、
則
上
濁
三
光
之
精
、
五
星
贏
縮
、
変
色
逆
行
、
甚
則
為
孛
。
北
斗
、
人
君
象
。

孛
星
、
乱
臣
類
、
簒
殺
之
表
也
）」と
い
う
劉
向
説
が
付
さ
れ
る
。
劉
向
は
、
朝
廷
の
君
臣
関

係
が
乱
れ
て
政
令
が
民
に
正
し
く
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、
日
月
星
辰
の
精
気
が
濁
っ
て
木
火

土
金
水
五
星
の
運
行
が
乱
れ
、
変
色
し
た
り
逆
行
し
た
り
し
、
そ
の
甚
だ
し
い
場
合
に
は
孛

星
と
な
る
と
し
て
、
孛
星
の
出
現
を
、
乱
臣
が
君
位
を
簒
奪
す
る
徴
表
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
劉
向
説
に
は
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
左
伝
』
昭
公
十
七
年
の
文
に
「
冬
に
大
辰
に

星
孛
有
り
」
と
い
う
異
変
に
対
し
て
魯
の
大
夫
の
申
須
が
「
彗
と
は
旧
を
除
き
新
を
布
く
所

以
な
り
。
天
事
の
恒
象
な
り
（
彗
所
以
除
旧
布
新
也
。
天
事
恒
象
）」と
し
た
言
葉
が
あ
る
。

『
左
伝
』
は
こ
こ
で
「
星
孛
」
を
「
彗
」
と
表
現
し
、
彗
星
の
出
現
を
「
除
旧
布
新
」
の
象

徴
と
す
る
。
劉
向
は
、
こ
の
『
左
伝
』
昭
公
十
七
年
の
申
須
の
言
葉
が
示
す
彗
星
出
現
の
意

味
に
依
拠
し
て
、
孛
星
の
出
現
を
乱
臣
に
よ
る
君
位
簒
奪
の
徴
表
だ
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置
に
孛
星
が
出
現
す
る
こ
と
の
意
味
に
関
す
る
劉
向
の
理

解
を
考
察
す
る
。『
史
記
』
天
官
書
に
は
「
大
角
は
天
王
の
帝
廷
な
り
。
其
の
両
旁
に
各
お
の

三
星
有
り
、
鼎
足
の
ご
と
く
之
を
句ま

ぐ

れ
ば
、
之
を
摂
提
と
曰
ふ
。
摂
提
は
、
斗
杓
の
指
す
所

に
直
り
て
、
以
て
時
節
を
建
つ
、
故
に
摂
提
格
と
曰
ふ
（
大
角
者
、
天
王
帝
廷
。
其
両
旁
各

有
三
星
、
鼎
足
句
之
、
曰
摂
提
。
摂
提
者
、
直
斗
杓
所
指
、
以
建
時
節
、
故
曰
摂
提
格
）」と

し
て
、
大
角
星
は
天
王
の
帝
廷
で
あ
り
、
こ
の
大
角
星
の
両
旁
に
三
星
ず
つ
あ
る
の
が
摂
提

星
で
、
北
斗
七
星
の
斗
杓
の
指
す
位
置
に
あ
っ
て
時
節
を
測
り
暦
を
作
る
基
準
と
な
る
星
だ

と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
官
書
に
「
斗
は
帝
車
為
り
て
、
中
央
に
運
り
、

四
郷
を
臨
制
す
。
陰
陽
を
分
か
ち
、
四
時
を
建
て
、
五
行
を
均
し
く
し
、
節
度
を
移
し
、
諸

紀
を
定
む
る
は
、
皆
斗
に
繋
が
る
（
斗
為
帝
車
、
運
于
中
央
、
臨
制
四
郷
。
分
陰
陽
、
建
四

時
、
均
五
行
、
移
節
度
、
定
諸
紀
、
皆
繋
於
斗
）」と
あ
る
よ
う
に
、
北
斗
七
星
は
、
北
極
星

を
中
心
点
と
し
て
周
回
し
、
陰
陽
・
四
時
・
五
行
の
循
環
を
制
御
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
先
の
「
北
斗
、
人
君
象
。
孛
星
、
乱
臣
類
、
簒
殺
之
表
也
」（
五
行
志
下
之

下
）
と
い
う
劉
向
説
を
ふ
ま
え
る
と
、「
劉
向
亦
曰
、
三
代
之
亡
、
摂
提
易
方
、
秦
項
之
滅
、

星
孛
大
角
」（
同
上
）
と
い
う
劉
向
説
は
、
三
代
・
秦
・
項
羽
の
滅
亡
時
に
大
角
星
・
摂
提
星

の
位
置
に
「
除
旧
布
新
」
の
意
味
を
も
つ
孛
星
が
出
現
し
た
こ
と
を
、
北
斗
七
星
に
よ
る
天

気
（
陰
陽
・
四
時
・
五
行
）
の
制
御
が
不
能
に
な
る
こ
と
で
地
上
の
天
子
の
暦
数
が
喪
失
し

た
象
徴
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
推
測
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
の
が
、
成
帝
の
元
延
年
間
に
、
東
井
宿
に
孛
星
が
出
現

し
、
蜀
郡
の
岷
山
が
崩
れ
て
長
江
を
塞
い
だ
と
い
う
天
変
地
異
を
重
く
見
た
劉
向
が
行
っ
た

上
奏
文（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
）
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
文
で
は
、『
易
』
賁
卦
・
彖
伝
の
「
天
文

を
観
て
、
時
変
を
察
す
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
た
の
ち
、
孔
子
が
哀
公
に
述
べ
た
言
葉
と
し

て
「
夏
桀
・
殷
紂
天
下
を
暴
虐
す
、
故
に
暦
失
は
れ
て
則
ち
攝
提
方
を
易
へ
、
孟
陬
紀
無
し

（
夏
桀
・
殷
紂
暴
虐
天
下
、
故
暦
失
則
摂
提
失
方
、
孟
陬
無
紀
）」を
挙
げ
て
「
此
れ
皆
易
姓

の
変
な
り
（
此
皆
易
姓
之
変
也
）」と
述
べ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
暦
」
と
は
、『
論
語
』
堯
曰
篇

の
堯
が
舜
に
与
え
た
言
葉
に
「
天
の
歴
数
、
爾
の
躬
に
在
り
、
允
に
其
の
中
を
執
れ
。
四
海

困
窮
す
れ
ば
、
天
禄
永
へ
に
終つ

き
ん
（
天
之
歴
数
在
爾
躬
、
允
執
其
中
。
四
海
困
窮
、
天
禄

永
終
）」と
あ
る
よ
う
な
「
天
の
歴
（
暦
）
数
」、つ
ま
り
天
命
を
受
け
た
帝
王
が
在
位
す
る
命

数
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
劉
向
は
、
夏
の
桀
王
と
殷
の
紂
王
と
は
暴
虐
の
統
治
を

行
っ
た
が
ゆ
え
に
暦
数
が
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
北
斗
の
指
す
摂
提
星
の
方
位
は
不
正
確
に

な
り
、「
孟
陬
」
つ
ま
り
暦
上
の
正
月
は
実
際
の
天
象
と
合
わ
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
こ
の
王

者
の
暦
数
の
喪
失
を
「
易
姓
の
変
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
文
に

「
秦
始
皇
の
末
よ
り
二
世
の
時
に
至
る
ま
で
、
日
月
薄
食
し
、
山
陵
淪
亡
し
、
…
大
角
に
星

孛
あ
り
て
、
大
角
以
て
亡う

し
な

ふ
。
…
項
籍
の
敗
る
る
に
及
ぶ
や
、
大
角
に
孛
あ
り
（
秦
始
皇
之

末
至
二
世
時
、
日
月
薄
食
、
山
陵
淪
亡
、
…
星
孛
大
角
、
大
角
以
亡
。
…
及
項
籍
之
敗
、
亦

孛
大
角
）」と
あ
る
の
で
、「
劉
向
亦
曰
、
三
代
之
亡
、
摂
提
易
方
、
秦
項
之
滅
、
星
孛
大
角
」

（
五
行
志
下
之
下
）
と
い
う
劉
向
説
は
、
上
奏
文
の
こ
こ
ま
で
の
趣
旨
を
班
固
が
要
約
し
て

示
し
た
も
の
だ
と
分
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
文
に
は
「
漢
の
秦
に
入
る
や
、
五
星
、
東
井
に

聚
ま
る
は
、
天
下
を
得
る
の
象
な
り
（
漢
之
入
秦
、
五
星
聚
于
東
井
、
得
天
下
之
象
也
）」と

あ
り
、
五
星
の
東
井
宿
へ
の
会
聚
を
漢
が
天
命
を
受
け
た
こ
と
の
象
徴
だ
と
す
る
。
こ
れ
は

五
星
の
運
行
の
乱
れ
か
ら
生
じ
た
孛
星
の
東
井
宿
へ
の
出
現
を
漢
滅
亡
の
象
徴
と
す
る
の
と

は
反
対
の
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
劉
向
は
五
星
の
異
変
を
五
行
説
を
用
い
て
解
釈
し
、
元
延

元
年
の
大
角
星
及
び
摂
提
星
の
位
置
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
を
、
君
位
が
簒
奪
さ
れ
て
漢
の

暦
数
が
喪
失
す
る
象
徴
と
見
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
漢
滅
亡
の
前
兆
だ
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
分
野
説
へ
の
依
拠

前
節
ま
で
、
資
料
【
Ｘ
】
の
劉
向
説
で
、
漢
が
滅
亡
す
る
と
い
う
洞
察
の
根
拠
と
さ
れ
て

い
る
漢
の
発
祥
の
地
で
あ
る
蜀
漢
地
域
で
の
山
崩
れ
と
大
角
星
・
摂
提
星
の
位
置
に
お
け
る

孛
星
の
出
現
と
い
う
二
つ
の
現
象
が
漢
滅
亡
の
前
兆
と
見
ら
れ
る
理
由
を
考
察
し
た
。
資
料

【
Ｘ
】
の
劉
向
説
に
つ
い
て
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
「
星
孛
又
…
従
参
至
辰
」
と
い
う
箇

所
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
延
元
年
に
出
現
し
た
孛
星
が
西
方
七
宿
の
参
宿
か
ら
南
方
七
宿
を

南部 英彦
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歴
て
東
方
七
宿
の
房
宿
に
ま
で
跨
が
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
こ
に
、
劉

向
が
災
異
解
釈
に
分
野
説
を
用
い
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。『
漢
書
』
地
理
志
下
に
は
「
漢
百
王

の
末
を
承
け
、
国
土
変
改
し
、
民
人
遷
徙
す
。
成
帝
の
時
、
劉
向
其
の
地
分
を
略
言
し
た
れ

ば
、
丞
相
張
禹
、
穎
川
の
朱
贛
を
し
て
其
の
風
俗
を
条
せ
し
む
る
に
、
猶
未
だ
宣
究
せ
ず
。

故
に
輯
め
て
之
を
論
じ
、
其
の
本
末
を
終
え
て
篇
に
著
す
（
漢
承
百
王
之
末
、
国
土
変
改
、

民
人
遷
徙
。
成
帝
時
劉
向
略
言
其
地
分
、
丞
相
張
禹
使
属
穎
川
朱
贛
条
其
風
俗
、
猶
未
宣
究
、

故
輯
而
論
之
、
終
其
本
末
著
於
篇
）」と
し
て
、
劉
向
の
分
野
説
を
載
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

劉
向
は
、
①
秦
地
―
東
井
・
輿
鬼
の
分
野
、
②
魏
地
―
觜
觿
・
参
の
分
野
、
③
周
地
―
柳
・

七
星
・
張
の
分
野
、
④
韓
地
―
角
・
亢
・
氐
の
分
野
、
⑤
趙
地
―
昴
・
畢
の
分
野
、
⑥
燕
地

―
尾
・
箕
の
分
野
、
⑦
斉
地
―
虚
・
危
の
分
野
、
⑧
魯
地
―
奎
・
婁
の
分
野
、
⑨
宋
地
―

房
・
心
の
分
野
、
⑩
衛
地
―
営
室
・
東
壁
の
分
野
、
⑪
楚
地
―
翼
・
軫
の
分
野
、
⑫
呉
地
―

斗
の
分
野
、
⑬
粤
地
―
牽
牛
・
婺
女
の
分
野
と
い
う
具
合
に
、
漢
の
十
三
の
地
域
を
、
天
官

二
十
八
宿
に
対
応
さ
せ
て
い
る
（
た
だ
し
、
胃
宿
に
対
応
す
る
分
野
を
欠
く）

（（
（

）
。
①
の
秦
地

に
関
し
て
は
「
其
界
自
弘
農
故
関
以
西
、
京
兆
・
扶
風
・
馮
翊
・
北
地
・
上
郡
・
西
河
・
安

定
・
天
水
・
隴
西
、
南
有
巴
・
蜀
・
広
漢
・
犍
為
・
武
都
、
西
有
金
城
・
武
威
・
張
掖
・
酒

泉
・
敦
煌
、
又
西
南
有
牂
柯
・
越

・
益
州
、
皆
宜
属
焉
」
と
そ
の
分
界
が
記
さ
れ
て
あ
り
、

資
料
【
Ｘ
】
で
劉
向
説
が
付
さ
れ
て
い
る
山
崩
れ
が
起
き
た
犍
為
郡
柏
江
山
・
捐
江
山
と
蜀

郡
岷
山
は
こ
の
秦
地
の
境
界
に
含
ま
れ
て
い
る
。
秦
地
に
対
応
す
る
分
野
は
、
東
井
宿
・
輿

鬼
宿
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
節
で
引
用
し
た
五
行
志
下
之
下
の
「
元
延
元
年
辛
未
、
東
井
有
星

孛
。
…
南
逝
度
犯
大
角
・
摂
提
…
」
と
い
う
記
事
を
見
る
と
、
孛
星
が
こ
の
東
井
宿
の
分
野

で
発
生
し
た
と
あ
り
、
同
じ
く
前
節
で
引
用
し
た
元
延
年
間
の
劉
向
の
上
奏
文
の
後
文
に

「
今
日
日
食
尤
も
屢
々
あ
り
、
東
井
に
星
孛
あ
り
、
摂
提
の
炎
の
紫
宮
に
及
ぶ
は
、
有
識
の

長
老
震
動
せ
ざ
る
も
の
莫
し
。
此
れ
変
の
大
な
る
者
な
れ
ば
な
り
（
今
日
食
尤
屢
、
星
孛
東

井
、
摂
提
炎
及
紫
宮
、
有
識
長
老
莫
不
震
動
、
此
変
之
大
者
也
）」と
し
て
、
東
井
宿
に
星
孛

が
出
現
し
た
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
東
井
宿
は
南
方
七
宿
の
参
に
隣
接
す
る
南
方
七
宿

の
星
宿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
【
Ｘ
】
で
「
星
孛
又
及
摂
提
・
大
角
、
従
参
至
辰
」
と
し

て
特
筆
さ
れ
た
東
井
宿
の
位
置
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
は
、
分
野
説
に
よ
り
、
東
井
宿
の
分

野
に
対
応
す
る
蜀
漢
地
域
の
山
崩
れ
と
連
動
す
る
現
象
と
し
て
劉
向
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
見
た
劉
向
説
が
引
く
「
国
必
依
山
川
。
山
崩
川

竭
、
亡
之
徴
也
」
と
い
う
伯
陽
甫
の
説
も
劉
向
が
用
い
た
分
野
説
の
一
部
と
し
て
捉
え
う
る
。

つ
ま
り
、
劉
向
は
天
変
地
異
の
解
釈
に
分
野
説
を
用
い
、
五
行
説
を
通
じ
て
山
陵
の
崩
壊
と

孛
星
の
出
現
を
一
連
の
も
の
と
し
て
結
び
つ
け
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
天
子
の
君
道
の
崩
壊

に
原
因
す
る
と
見
る
こ
と
で
漢
王
朝
の
命
運
を
洞
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
災
異
発
生
の
真
の
原
因
に
つ
い
て

資
料
【
Ｘ
】
に
付
さ
れ
た
劉
向
説
で
は
、
成
帝
の
河
平
三
年
及
び
元
延
三
年
に
起
き
た
蜀

漢
地
域
の
山
崩
れ
と
元
延
元
年
の
東
井
宿
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
に
関
し
て
、
そ
の
原
因
が

何
で
あ
っ
た
か
を
記
さ
な
い
。
た
だ
前
三
節
の
考
察
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
そ
の
原
因

を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
劉
向
は
、
漢
の
発
祥
の
地
で
あ
る
蜀
漢
の

山
崩
れ
を
周
代
の
岐
山
の
崩
壊
に
擬
え
て
お
り
、
周
の
幽
王
の
暴
虐
な
心
と
君
道
の
崩
壊
こ

そ
が
岐
山
を
崩
壊
へ
と
至
ら
し
め
た
真
の
原
因
と
見
て
い
た
。
ま
た
劉
向
は
、
大
角
星
及
び

摂
提
星
の
位
置
に
星
孛
が
出
現
し
た
の
を
、
天
子
の
暦
数
が
喪
失
し
て
そ
の
地
位
が
臣
下
に

簒
奪
さ
れ
る
象
徴
と
見
て
い
た
。
そ
し
て
蜀
漢
地
域
の
山
崩
れ
と
東
井
宿
に
お
け
る
星
孛
の

出
現
を
、
劉
向
は
、
分
野
説
に
よ
っ
て
連
動
し
て
起
こ
っ
た
現
象
だ
と
捉
え
て
い
た
。
こ
れ

ら
に
よ
れ
ば
劉
向
は
、
成
帝
の
統
治
の
在
り
方
を
、
周
の
幽
王
の
そ
れ
に
比
擬
す
べ
き
で
あ

り
、
臣
下
に
簒
奪
の
機
会
を
与
え
て
漢
を
滅
亡
へ
と
導
く
要
因
を
も
つ
も
の
と
見
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
周
の
幽
王
に
比
擬
す
べ
き
成
帝
が
犯
し
た
君
道
の
崩
壊
と
は
何
を
指

す
の
か
。『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

�

成
帝
即
位
す
。
…
是
の
時
帝
の
元
舅
陽
平
侯
王
鳳
大
将
軍
と
為
り
て
政
を
秉
り
、
太

后
に
倚
り
て
国
権
を
専
ら
に
し
、
兄
弟
七
人
皆
封
じ
ら
れ
て
列
侯
と
為
る
。
時
に
数

し
ば
大
異
有
り
。
向
以
為
へ
ら
く
、
外
戚
貴
盛
に
し
て
鳳
の
兄
弟
事
を
用
ふ
る
の
咎

な
り
。
而
し
て
上
方
に
詩
書
に
精
し
く
、
古
文
を
観
て
、
向
に
詔
し
て
中
五
経
秘
書
を

領
校
せ
し
む
。
向
、
尚
書
洪
範
は
箕
子
の
武
王
の
為
に
五
行
陰
陽
休
咎
の
応
を
陳
ぶ
る

を
見
る
。
向
乃
ち
上
古
以
来
春
秋
六
国
を
歴
て
秦
漢
に
至
る
ま
で
の
符
瑞
災
異
の
記
を

集
合
し
、
行
事
を
推
迹
し
、
連
ね
て
禍
福
を
伝
へ
、
其
の
占
験
を
著
し
、
比
類
し
て
相

従
へ
、
各
お
の
条
目
有
ら
し
む
。
凡
て
十
一
篇
、
号
し
て
洪
範
五
行
伝
論
と
曰
ひ
、
之

を
奏
す
。
天
子
の
心
、
向
忠
精
な
る
が
故
に
鳳
の
兄
弟
の
為
に
此
の
論
を
起
こ
す
を
知

る
も
、
然
れ
ど
も
終
に
王
氏
の
権
を
奪
ふ
能
は
ず
（
成
帝
即
位
。
…
是
時
帝
元
舅
陽
平

侯
王
鳳
為
大
将
軍
秉
政
、
倚
太
后
、
専
国
権
、
兄
弟
七
人
皆
封
為
列
侯
。
時
数
有
大
異
。

向
以
為
外
戚
貴
盛
、
鳳
兄
弟
用
事
之
咎
。
而
上
方
精
於
詩
書
、
観
古
文
、
詔
向
領
校
中

五
経
秘
書
。
向
見
尚
書
洪
範
箕
子
為
武
王
陳
五
行
陰
陽
休
咎
之
応
。
向
乃
集
合
上
古
以

来
歴
春
秋
六
国
至
秦
漢
符
瑞
災
異
之
記
、
推
迹
行
事
、
連
伝
禍
福
、
著
其
占
験
、
比
類

相
従
、
各
有
条
目
。
凡
十
一
篇
、
号
曰
洪
範
五
行
伝
論
、
奏
之
。
天
子
心
知
向
忠
精
故

為
鳳
兄
弟
起
此
論
也
、
然
終
不
能
奪
王
氏
権
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
劉
向
は
、
成
帝
の
即
位
当
初
に
太
后
の
兄
弟
の
王
鳳
が
大
司
馬
大
将
軍

劉向の災異解釈における分野説への依拠とその三統説
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の
地
位
に
つ
き
、
そ
の
兄
弟
七
人
が
列
侯
の
爵
位
を
得
る
な
ど
、
王
氏
一
族
が
権
勢
を
振

る
っ
て
い
た
際
に
頻
発
し
た
大
異
変
に
対
し
て
、
そ
れ
が
「
外
戚
貴
盛
に
し
て
、
鳳
の
兄
弟

の
事
を
用
ふ
る
の
咎
」
徴
だ
と
解
釈
し
た
。
劉
向
は
詔
に
よ
り
宮
中
の
五
経
の
秘
書
の
校
讎

を
統
括
し
て
い
た
際
、『
尚
書
』
洪
範
が
か
つ
て
箕
子
が
周
の
武
王
の
た
め
に
五
行
・
陰
陽
・

休
咎
の
応
報
を
述
べ
た
も
の
だ
と
知
り
、
そ
こ
で
上
古
以
来
春
秋
戦
国
秦
漢
ま
で
に
至
る
符

瑞
・
災
異
の
記
事
に
つ
い
て
、
対
応
す
る
過
去
の
事
実
を
追
跡
し
て
そ
の
吉
凶
禍
福
を
明
ら

か
に
し
、
そ
れ
を
種
類
ご
と
に
分
類
し
て
条
目
を
立
て
、『
洪
範
五
行
伝
論
』
十
一
篇
を
著
し

て
上
奏
し
た
の
で
あ
る
。
成
帝
は
、
こ
の
著
が
王
鳳
兄
弟
の
た
め
に
書
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
が
、
王
氏
か
ら
権
勢
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
班
固
は
い
う
。
五
行

志
中
之
下
に
は
、
元
帝
初
元
四
年
に
皇
后
の
曽
祖
父
の
済
南
東
平
陵
王
伯
の
墓
門
の
梓
柱
に

枝
葉
が
伸
び
て
屋
上
に
張
り
出
し
た
と
い
う
異
変
に
つ
い
て
、「
劉
向
以
為
へ
ら
く
、
王
氏
貴

盛
に
し
て
将
に
漢
家
に
代
ら
ん
と
す
る
の
象
な
り
（
劉
向
以
為
、
王
氏
貴
盛
将
代
漢
家
之
象

也
）」と
し
た
劉
向
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
劉
向
は
『
洪
範
五
行
伝
論
』
十
一
篇
を
成
帝
に
上

奏
し
た
際
に
す
で
に
王
氏
一
族
が
漢
家
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
を
洞
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
楚
元
王
伝
は
ま
た
劉
向
が
親
友
の
陳
湯
に
「
災
異
此
の
如
く
し
て
、
外
家
日
に
盛

ん
な
り
。
其
の
漸
劉
氏
を
危
う
く
せ
ん
（
災
異
如
此
、
而
外
家
日
盛
。
其
漸
必
危
劉
氏
）」と

述
べ
た
の
ち
、
上
奏
し
て
「
上
古
を
歴
て
秦
漢
に
至
る
ま
で
、
外
戚
僭
貴
な
る
こ
と
未
だ
王

氏
の
如
き
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
…
事
勢
両
な
が
ら
大
な
ら
ず
、
王
氏
と
劉
氏
は
並
び
立
た
ず

（
歴
上
古
至
秦
漢
、
外
戚
僭
貴
未
有
如
王
氏
者
也
。
…
事
勢
不
両
大
、
王
氏
与
劉
氏
亦
且
不

並
立
」
と
訴
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
・
楚
元
王
伝
が
収
め
る
、
成
帝
に
よ
る

国
財
の
浪
費
を
批
判
す
る
劉
向
の
上
奏
文
で
は
、
漢
の
永
続
を
願
う
文
脈
で
「
王
者
は
必
ず

三
統
を
通
ず
る
は
、
天
命
の
授
く
る
所
の
者
は
博
く
、
独
り
一
姓
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す

る
な
り
（
王
者
必
通
三
統
、
明
天
命
所
授
者
博
、
非
独
一
姓
也
）」と
述
べ
、
王
者
は
三
統
を

通
ず
る
こ
と
で
天
命
が
一
姓
の
み
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
す
べ
し
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
劉
向
は
、
三
統
説
を
自
己
の
災
異
説
の
根
底
に
据
え
て
災
異
解
釈
を
行
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
成
帝
期
の
劉
向
の
脳
裏
に
は
、
成
帝
が
王
氏
の
専
横
を
許
し
た
こ
と

は
漢
王
朝
に
と
っ
て
致
命
的
な
失
政
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
近
い
将
来
、
易
姓
革
命
に
至
る

と
い
う
洞
察
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
五
行
志
下
之
上
が
載
せ
る
成
帝
の
河
平
三
年
・
元
延
三
年
に
起
き

た
蜀
漢
地
域
の
山
崩
れ
と
元
延
元
年
の
東
井
宿
に
お
け
る
星
孛
の
出
現
と
い
う
天
変
地
異
を

引
き
起
こ
し
た
真
の
原
因
と
し
て
劉
向
が
見
た
の
は
、
外
戚
王
氏
の
専
横
を
許
し
た
成
帝
の

失
政
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
劉
向
は
こ
れ
ら
の
災
異
を
漢
滅
亡
の
前
兆
と
見
た
が
ゆ

え
に
、
伯
陽
甫
の
「
周
将
亡
矣
」
と
い
う
予
言
に
な
ら
っ
て
、
漢
家
に
つ
い
て
「
殆
必
滅

矣
」
と
予
言
し
た
の
だ
ろ
う
。
災
異
解
釈
が
予
言
に
進
む
と
い
う
こ
の
点
は
、
劉
向
の
災
異

説
の
重
要
な
特
徴
と
見
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
池
田
秀
三
氏
は
、
劉
向
『
洪
範
五
行
伝
論
』
が

成
帝
に
上
奏
さ
れ
た
の
は
、
成
帝
・
河
平
三
年
（
前
26
）
か
ら
王
鳳
が
没
す
る
陽
朔
三
年

（
前
22
）
ま
で
の
間
と
す
る）

（1
（

。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
五
行
志
下
之
上
の
資
料
【
Ｘ
】
の
劉
向

説
は
、
成
帝
・
元
延
三
年
（
前
10
）
以
後
、
死
没
す
る
哀
帝
・
綏
和
元
年
（
前
８
）
ま
で
の

間
に
劉
向
が
自
身
の
『
洪
範
五
行
伝
論
』
に
加
筆
し
た
も
の
か
ら
班
固
が
採
っ
て
載
せ
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
『
説
苑
』
辨
物
篇
の
天
人
相
関
論

第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
に
取
り
上
げ
た
劉
向
説
で
は
、
災
異
解
釈
に
お
い
て
陰
陽
説
・

五
行
説
そ
し
て
分
野
説
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
分
野
説
は
陰
陽
・
五
行
の
気
を
媒
介
に
天
地

と
人
と
が
相
関
す
る
範
囲
・
対
象
を
区
分
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
人
相
関
説
を
前

提
と
す
る
点
で
、
劉
向
の
分
野
説
は
、
第
四
節
で
ふ
れ
た
彼
の
三
統
説
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
確
認
す
べ
く
、
劉
向
の
三
統
説
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
思
わ

れ
る
次
の
『
説
苑）

（1
（

』
辨
物
篇
の
一
節
の
天
人
相
関
論
の
内
容
を
捉
え
た
い
。

�

『
易
』（
繋
辞
上
）
に
「
仰
い
で
以
て
天
文
を
観
、
俯
い
て
以
て
地
理
を
察
し
て
、
幽
明

の
こ
と
故
を
知
る
」
と
い
う
。
い
っ
た
い
天
文
・
地
理
・
人
情
の
現
れ
は
（
帝
王
の
）

心
の
在
り
方
に
依
存
す
る
。
だ
か
ら
心
は
聖
智
の
府
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
え
の
聖
王
は

四
時
の
基
準
を
変
え
て
律
暦
を
定
め
、
天
文
を
観
て
時
世
の
変
化
を
察
し
、
霊
台
に

登
っ
て
気
の
異
変
の
有
無
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。（『
論
語
』
堯
曰
篇
に
）「
堯
は
曰
く
、

咨
爾
舜
よ
。
天
の
暦
数
は
爾
の
躬
に
在
り
。
允
に
其
の
中
を
執
れ
。
四
海
困
窮
す
」
と

あ
り
、『
書
』（
堯
典
）
に
「
璿
璣）

（1
（

（
北
斗
七
星
の
第
一
～
第
四
星
）
・
玉
衡
（
北
斗
七
星

の
第
五
～
第
七
星
）
を
在み

て
、
以
て
七
政
（
日
月
と
木
火
土
金
水
の
五
星
）
を
斉
ふ
」

と
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
魁
（
璿
璣
）
・
杓
（
玉
衡
）
の
先
端
の
指
す
と
こ
ろ

の
二
十
八
宿
の
状
況
を
見
て
吉
凶
禍
福
を
占
い
、
ま
た
列
星
の
盈
縮
の
変
化
を
見
る
に

は
、
種
類
を
分
け
て
兆
候
と
す
る
。
変
化
を
占
う
基
準
は
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
二
つ
と

は
陰
・
陽
の
数
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
易
』（
繋
辞
上
）
に
「
陰
と
な
っ
た
り
、
陽
と
な
っ

た
り
し
て
限
り
な
く
変
化
す
る
働
き
（
の
根
元
）
を
道
と
い
う
」
と
あ
る
の
だ
。
道
と

は
、
物
が
そ
の
道
に
由
ら
な
い
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
万
物
は
根
元
の

道
た
る
一
に
発
り
、
陰
陽
の
二
に
成
り
、
天
地
人
の
三
に
備
わ
り
、
四
季
・
四
方
に
め

ぐ
り
、
五
行
に
ゆ
き
わ
た
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
天
象
で
最
も
明
ら
か
な
の
は
日

（
陽
）
・
月
（
陰
）
の
め
ぐ
り
で
あ
り
、（
陰
陽
の
）
変
動
を
推
察
す
る
に
は
五
星
よ
り

南部 英彦
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明
確
な
も
の
は
な
い
。
天
の
五
星
は
、
気
を
五
行
に
運
ら
せ
て
い
る
。
始
め
陰
陽
二
気

と
し
て
起
こ
っ
た
そ
の
変
化
は
一
一
五
二
〇
と
い
う
（
万
物
の
）
数
に
極
ま
る
の
だ
。

所
謂
る
二
十
八
星
は
、
東
方
の
も
の
を
角
・
亢
・
氐
・
房
・
心
・
尾
・
箕
と
言
い
、
北

方
の
も
の
を
斗
・
牛
・
須
女
・
虚
・
危
・
営
室
・
東
壁
と
言
い
、
西
方
の
も
の
を
奎
・

婁
・
胃
・
昴
・
畢
・
觜
・
参
と
言
い
、
南
方
の
も
の
を
東
井
・
輿
鬼
・
柳
・
七
星
・

張
・
翼
・
軫
と
言
う
。
宿
と
い
う
の
は
日
月
五
星
の
宿
る
場
所
を
い
う
。
こ
の
二
十
八

宿
の
内
外
を
め
ぐ
る
星
々
の
変
化
は
、
対
応
す
る
二
十
八
宿
の
官
名
に
よ
っ
て
区
別
す

る
。（
天
文
の
変
化
の
）
根ね

は
皆
地
上
の
気
か
ら
起
こ
っ
て
、
そ
れ
が
天
上
の
変
化
と
し

て
花
開
く
の
で
あ
る
。
所
謂
五
星
と
は
、
一
に
歳
星
、
二
に
熒
惑
、
三
に
鎮
星
、
四
に

太
白
、
五
に
辰
星
と
い
う
。
欃
槍
、
彗
孛
、
旬
始
、
枉
矢
、
蚩
尤
之
旗
は
皆
五
星
の
盈

縮
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
五
星
が
常
軌
を
逸
す
る
時
に
は
、
金
木
水
火
土
の

五
行
に
よ
っ
て
占
う
。
春
秋
冬
夏
に
五
星
が
見
え
た
り
隠
れ
た
り
す
る
に
は
一
定
の
時

節
が
あ
る
。
常
軌
を
外
れ
、
時
節
に
合
わ
な
い
場
合
を
変
異
と
い
う
。
時
節
に
合
い
、

常
軌
に
適
う
場
合
を
吉
祥
と
い
う
（
易
曰
、
仰
以
観
於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
。
是
故

知
幽
明
之
故
。
夫
天
文
地
理
人
情
之
効
存
於
心
、
則
聖
智
之
府
。
是
故
古
者
聖
王
既
臨

天
下
、
必
変
四
時
、
定
律
暦
、
考
天
文
、
揆
時
変
、
登
霊
台
、
以
望
気
氛
。
故
堯
曰
、

咨
爾
舜
、
天
之
歴
数
在
爾
躬
、
允
執
其
中
、
四
海
困
窮）

（1
（

。
書
曰
、
在
璿
璣
玉
衡
、
以
斉

七
政
。
以
魁
杓
之
所
指
二
十
八
宿
為
吉
凶
禍
福
、
天
文
列
舎
、
盈
縮
之
占
、
各
以
類
為

験
。
夫
占
変
之
道
、
二
而
已
矣
。
二
者
、
陰
陽
之
数
也
。
故
易
曰
、
一
陰
一
陽
之
謂
道
。

道
也
者
、
物
之
動
莫
不
由
道
也
。
是
故
発
於
一
、
成
於
二
、
備
於
三
、
周
於
四
、
行
於

五
。
是
故
玄
象
著
明
、
莫
大
於
日
月
。
察
変
之
動
、
莫
著
於
五
星
。
天
之
五
星
、
運
気

於
五
行
。
其
初
猶
発
於
陰
陽
、
而
化
極
万
一
千
五
百
二
十
。
所
謂
二
十
八
星
者
、
東
方

曰
角
・
亢
・
氐
・
房
・
心
・
尾
・
箕
。
北
方
曰
斗
・
牛
・
須
女
・
虚
・
危
・
営
室
・
東

壁
、
西
方
曰
奎
・
婁
・
胃
・
昴
・
畢
・
觜
・
参
、
南
方
曰
東
井
・
輿
鬼
・
柳
・
七
星
・

張
・
翼
・
軫
。
所
謂
宿
者
、
日
月
五
星
之
所
宿
也
。
其
宿
運
外
内
者
、
以
官
名
別
。
其

根
荄
皆
発
於
地
、
而
華
形
於
天
。
所
謂
五
星
者
、
一
曰
歳
星
、
二
曰
熒
惑
、
三
曰
鎮
星
、

四
曰
太
白
、
五
曰
辰
星
。
欃
槍
、
彗
孛
、
旬
始
、
枉
矢
、
蚩
尤
之
旗
、
皆
五
星
盈
縮
之

所
生
也
。
五
星
之
所
犯
、
各
以
金
木
水
火
土
為
占
。
春
秋
冬
夏
、
伏
見
有
時
。
失
其
常
、

離
其
時
、
則
為
変
異
。
得
其
時
、
居
其
常
、
是
謂
吉
祥
）。

こ
の
資
料
で
劉
向
は
、
独
自
の
天
人
相
関
論
を
展
開
す
る
。
冒
頭
に
『
易
』
繋
辞
上
伝
の

言
葉
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
天
地
人
の
相
互
関
係
の
現
れ
は
帝
王
の
心
の
在
り
方
に
依
存
す

る
と
い
う
。
後
文
で
『
論
語
』
堯
曰
篇
の
言
葉
を
引
く
よ
う
に
、
帝
王
が
中
正
を
守
れ
る
か

否
か
は
、
自
身
の
「
天
の
暦
数
」
を
保
持
で
き
る
か
否
か
に
直
結
す
る
。
だ
と
す
る
と
、
帝

王
は
「
天
の
暦
数
」
を
保
つ
た
め
に
己
を
天
下
の
統
治
者
と
し
て
命
じ
た
天
の
意
志
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
確
認
は
、『
書
』
堯
典
に
あ
る
よ
う
に
、
北
斗
七
星
の
斗
杓
の
指
す

方
角
の
二
十
八
宿
を
め
ぐ
る
星
々
の
異
変
の
有
無
を
観
察
す
る
こ
と
で
行
う
。
そ
も
そ
も
陰

陽
の
働
き
は
根
元
と
し
て
の
一
な
る
道
に
も
と
づ
き
、
四
季
・
四
方
そ
し
て
五
行
の
働
き

と
し
て
行
き
わ
た
る
と
と
も
に
、
天
地
人
を
貫
通
す
る
。
天
象
の
変
化
は
日
（
陽
）
・
月

（
陰
）
お
よ
び
五
星
（
五
行
）
の
運
行
に
現
れ
る
。
そ
し
て
陰
陽
の
変
化
は
、
一
一
五
二
〇

と
い
う
万
物
の
数（『
易
』
繋
辞
上
伝
）
だ
け
起
こ
る
。「
其
宿
運
外
内
者
、
以
官
名
別
。
其
根

荄
皆
発
於
地
、
而
華
形
於
天
」
と
は
、
二
十
八
宿
に
対
応
す
る
地
上
の
分
野
（
地
域
）
が
区

別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
野
で
の
陰
陽
・
五
行
の
変
化
は
、
二
十
八
宿
に
宿
る
日
月
・
五
星

の
運
行
が
一
定
の
軌
道
・
時
節
に
適
合
す
る
か
否
か
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
帝
王
は

天
文
・
地
理
の
異
変
に
陰
陽
・
五
行
の
変
化
を
捉
え
、
己
の
統
治
が
中
正
で
あ
る
か
否
か
を

占
断
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
劉
向
は
、
天
地
人
の
相
互
関
係
を
想
定
す
る
陰
陽
・
五
行
の
気
の
変
化
の

機
構
に
二
十
八
宿
と
地
上
の
区
域
を
対
応
さ
せ
た
分
野
説
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
説
明

す
る
、
独
自
の
三
統
説
を
提
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。「
三
統
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
用
い

な
い
も
の
の
、「
天
文
地
理
人
情
之
効
存
於
心
、
則
聖
智
之
府
」
と
述
べ
、『
論
語
』
堯
曰
篇
の

「
天
之
歴
数
在
爾
躬
、
允
執
其
中
、
四
海
困
窮
」
と
い
う
言
葉
を
引
く
の
は
、
天
地
人
の
相

互
関
係
を
統
御
し
て
天
の
暦
数
を
保
て
る
か
否
か
は
帝
王
の
統
治
が
中
正
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
る
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
劉
向
が
「
王
者
必
通
三
統
、
明
天
命
所
授
者
博
、
非
独
一

姓
也
」（
第
四
節
で
引
い
た
上
奏
文
）
と
し
て
天
命
は
一
姓
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

し
た
三
統
説
の
趣
旨
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
こ
の
三
統
を
、「
易
曰
、
一
陰
一
陽
之
謂
道
。
道

也
者
、
物
之
動
莫
不
由
道
也
。
是
故
発
於
一
、
成
於
二
、
備
於
三
、
周
於
四
、
行
於
五
」
と

し
て
一
な
る
道
に
も
と
づ
け
た
う
え
で
、
陰
陽
・
五
行
の
働
き
を
天
地
人
三
統
と
も
感
応
関

係
を
も
つ
も
の
と
し
て
構
想
し
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
陰
陽
・
五
行
の
変
化
に
つ
い
て
は
「
是
故
玄
象
著
明
、
莫
大
於
日
月
。
察

変
之
動
、
莫
著
於
五
星
。
天
之
五
星
、
運
気
於
五
行
。
其
初
猶
発
於
陰
陽
、
而
化
極

万
一
千
五
百
二
十
」
と
述
べ
、
日
（
陽
）
月
（
陰
）
・
五
星
（
五
行
）
の
気
の
変
化
が
占
断

の
際
の
明
確
な
根
拠
と
な
り
、
そ
の
変
化
は
万
物
へ
と
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
三
統
を
治

め
る
位
置
に
在
る
帝
王
と
日
月
・
星
辰
と
の
気
を
通
じ
た
相
関
に
つ
い
て
は
、
五
行
志
下
之

上
に
、『
洪
範
五
行
伝
』
の
「
皇
之
不
極
、
是
謂
不
建
。
…
時
則
有
日
月
乱
行
、
星
辰
逆
行
」

と
い
う
文
に
対
す
る
「
説）

（1
（

」（
解
説
）
と
し
て
「
皇
の
不
極
、
是
を
建
て
ず
と
い
う
。
皇
は
君

な
り
。
極
は
中
な
り
。
建
は
立
な
り
。
人
君
の
貌
言
視
聴
思
心
の
五
事
皆
失く

る

ひ
、
其
の
中
を

得
ざ
れ
ば
、
則
ち
万
事
を
立
つ
る
能
は
ず
。
…
凡
そ
君
道
の
傷
む
者
は
天
気
を
病
む
。
「
五

劉向の災異解釈における分野説への依拠とその三統説
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行
沴
天
」
と
言
は
ず
し
て
、「
日
月
乱
行
、
星
辰
逆
行
」
と
曰
ふ
は
、
下
の
敢
へ
て
天
を
沴
わ

ざ
る
が
若
し
と
為
す
（
皇
之
不
極
、
是
謂
不
建
。
皇
、
君
也
。
極
、
中
。
建
、
立
也
。
人
君

貌
言
視
聴
思
心
五
事
皆
失
、
不
得
其
中
、
則
不
能
立
万
事
。
…
凡
君
道
傷
者
病
天
気
。
不
言

五
行
沴
天
、
而
曰
日
月
乱
行
、
星
辰
逆
行
者
、
為
若
下
不
敢
沴
天
）」と
あ
る
の
が
参
考
に
な

る
。
君
主
が
貌
・
言
・
視
・
聴
・
思
心
の
五
事（『
書
』
洪
範
）
の
す
べ
て
が
だ
め
に
な
り
、

中
正
を
保
て
な
く
な
る
と
、
万
事
を
治
め
ら
れ
な
く
な
る
。
す
る
と
、
そ
れ
に
よ
り
天
気
を

損
な
っ
て
、
日
月
の
運
行
が
乱
れ
星
辰
が
逆
行
す
る
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
と
す
る
。
辨
物

篇
で
二
十
八
宿
に
宿
る
五
星
が
「
盈
縮
」
す
る
、
つ
ま
り
そ
の
運
行
が
軌
道
と
時
節
を
乱
し

た
結
果
、
孛
星
の
出
現
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
右
の
『
洪
範
五
行
伝
』
の
「
説
」
に
い
う
よ

う
に
君
道
の
崩
壊
を
象
徴
す
る
現
象
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
辨
物
篇
に
「
五
星
之
所
犯
、

各
以
金
木
水
火
土
為
占
」
と
あ
る
の
は
、
劉
向
が
こ
の
『
洪
範
五
行
伝
』
の
「
説
」
の
よ
う

な
形
で
、
人
（
君
主
）
の
五
行
と
天
の
五
行
と
の
感
応
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
を
示
す
だ
ろ

う
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、『
漢
書
』
五
行
志
に
採
ら
れ
た
『
洪
範
五
行
伝
論
』
の
劉
向
説
は

こ
の
陰
陽
説
・
五
行
説
・
分
野
説
を
組
み
込
ん
だ
自
身
の
三
統
説
を
理
論
的
前
提
と
す
る
と

考
え
う
る
。

辨
物
篇
に
見
ら
れ
る
劉
向
の
三
統
説
に
つ
い
て
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
論
説
が

易
伝
と
『
春
秋
繁
露
』
の
思
想
と
の
関
連
が
深
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
宇
宙
の
根

元
と
し
て
の
「
一
」
を
措
定
す
る
点
で
あ
る
。
辨
物
篇
は
、
繋
辞
上
伝
の
「
一
陰
一
陽
之
謂

道
」
を
引
き
な
が
ら
「
道
也
者
、
物
之
動
莫
不
由
道
也
。
是
故
発
於
一
、
成
於
二
、
備
於
三
、

周
於
四
、
行
於
五
」
と
述
べ
、
根
元
的
理
法
と
し
て
の
「
一
」
な
る
道
が
二
（
陰
陽
）
・
三

（
天
地
人
三
統
）
・
四
（
四
時
・
四
方
）
・
五
（
五
行
）
の
働
き
を
統
括
す
る
構
図
を
示
す
。

一
方
、『
易
』
繋
辞
上
伝
に
「
易
に
太
極
有
り
。
是
れ
両
儀
を
生
ず
。
両
儀
は
四
象
を
生
ず
。

四
象
は
八
卦
を
生
ず
（
易
有
太
極
。
是
生
両
儀
。
両
儀
生
四
象
。
四
象
生
八
卦
）」と
あ
り
、

『
春
秋
繁
露
』
五
行
相
生
篇
に
「
天
地
の
気
は
合
し
て
一
と
為
る
。
分
か
れ
て
陰
陽
と
為
り
、

判
れ
て
四
時
と
為
り
、
列
れ
て
五
行
と
為
る
。
…
五
行
は
五
官
に
し
て
、
相
生
に
比な

ら

ひ
て
相

勝
を
間ま

じ

ふ
な
り
。
故
に
治
を
為
す
に
、
之
に
逆
ら
へ
ば
則
ち
乱
れ
、
之
に
順
へ
ば
則
ち
治
ま

る
（
天
地
之
気
、
合
而
為
一
。
分
為
陰
陽
、
判
為
四
時
、
列
為
五
行
。
…
五
行
者
五
官
也
、

比
相
生
而
間
相
勝
也
。
故
為
治
、
逆
之
則
乱
、
順
之
則
治
）」と
あ
る
。
辨
物
篇
の
一
―
二
―

三
―
四
―
五
と
い
う
陰
陽
の
発
生
と
展
開
の
図
式
は
、
太
極
―
両
儀
―
四
象
―
八
卦
と
い
う

易
伝
の
生
成
論
と
一
―
陰
陽
―
四
時
―
五
行
と
い
う
『
繁
露
』
の
天
地
の
気
の
展
開
の
図
式

を
ふ
ま
え
、『
繁
露
』
の
一
―
二
―
四
―
五
と
い
う
陰
陽
・
五
行
を
一
に
も
と
づ
け
た
数
の
系

列
に
天
地
人
の
三
統
を
加
え
た
も
の
だ
ろ
う
。『
繁
露
』
五
行
相
生
篇
で
は
、
一
を
天
地
の
気

の
合
し
た
も
の
と
し
、
五
行
の
相
生
な
い
し
相
勝
の
原
則
に
逆
ら
え
ば
乱
れ
る
が
、
従
え
ば

治
ま
る
と
し
て
、
世
の
治
乱
が
帝
王
の
統
治
の
如
何
に
よ
る
と
す
る
点
に
劉
向
の
三
統
説
と

同
様
の
考
え
方
を
含
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
三
統
と
い
う
考
え
自
体
、
易
伝
・
『
繁
露
』
と

関
係
が
深
い
。『
易
』
説
卦
伝
に
「
昔
者
聖
人
の
易
を
作
る
や
、
将
に
性
命
の
理
に
順
は
ん
と

す
。
是
を
以
て
天
の
道
を
立
て
て
陰
と
陽
と
曰
ひ
、
地
の
道
を
立
て
て
柔
と
剛
と
曰
ひ
、
人

の
道
を
立
て
て
仁
と
義
と
曰
ふ
。
三
才
を
兼
ね
て
之
を
両
に
す
。
故
に
易
は
六
画
に
し
て
卦

を
成
す
。
陰
を
分
け
陽
を
分
け
、
柔
剛
を
迭
用
す
。
故
に
易
は
六
位
に
し
て
章
を
成
す
（
昔

者
聖
人
之
作
易
也
、
将
以
順
性
命
之
理
。
是
以
立
天
之
道
曰
陰
与
陽
、
立
地
之
道
曰
柔
与
剛
、

立
人
之
道
曰
仁
与
義
。
兼
三
才
而
両
之
。
故
易
六
画
而
成
卦
。
分
陰
分
陽
、
迭
用
柔
剛
、
故

易
六
位
而
成
章
）」と
あ
る
。
説
卦
伝
で
は
、『
易
』
の
目
的
は
人
の
性
命
の
理
に
順
う
こ
と
だ

と
し
て
、
天
道
に
は
陰
陽
を
、
地
道
に
は
剛
柔
を
、
人
道
に
は
仁
義
を
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
、

「
三
才
を
兼
ね
て
之
を
両
に
す
る
」
こ
と
で
、
こ
れ
ら
天
地
人
三
才
の
働
き
が
易
の
六
位
に

現
れ
る
と
す
る
。
一
方
、『
繁
露
』
三
代
改
制
質
文
篇
は
、
受
命
改
制
説
の
立
場
か
ら
、「
正
を

改
む
る
の
義
、
元
を
奉
じ
て
起
こ
る
。
…
然
り
而
し
て
三
代
正
を
改
む
る
に
、
必
ず
三
を
以

て
天
下
を
統
ぶ
（
改
正
之
義
、
奉
元
而
起
。
…
然
而
三
代
改
正
、
必
以
三
統
天
下
）」と
し
て
、

「
元
」
に
も
と
づ
く
三
代
の
改
正
朔
、
つ
ま
り
三
正
（
三
統
）
説
を
提
示
す
る
。
辨
物
篇
の

「
備
於
三
」
と
は
、
易
伝
の
三
才
の
説
と
『
繁
露
』
の
三
正
（
三
統
）
説
の
双
方
を
受
け
継

ぎ
、
三
統
説
を
立
て
る
こ
と
で
統
治
の
理
論
が
完
備
す
る
こ
と
を
い
う
だ
ろ
う
。

第
二
に
三
統
説
の
立
場
か
ら
、
帝
王
の
取
る
べ
き
態
度
と
し
て
「
占
変
」（
異
変
の
占
断
）

を
い
う
こ
と
で
あ
る
。
辨
物
篇
は
「
以
魁
杓
之
所
指
二
十
八
宿
為
吉
凶
禍
福
、
天
文
列
舎
、

盈
縮
之
占
、
各
以
類
為
験
。
夫
占
変
之
道
、
二
而
已
矣
」「
所
謂
宿
者
、
日
月
五
星
之
所
宿
也
。

其
宿
運
外
内
者
、
以
官
名
別
。
其
根
荄
皆
発
於
地
、
而
華
形
於
天
。
…
五
星
之
所
犯
、
各
以

金
木
水
火
土
為
占
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
地
上
に
根
を
も
つ
天
象
の
変
化
を
、
陰
陽
説
・

五
行
説
を
用
い
る
こ
と
で
、
帝
王
に
と
っ
て
の
未
来
の
命
運
を
占
う
こ
と
が
「
占
変
」
の
役

割
で
あ
る
。
こ
の
点
も
易
伝
・
『
繁
露
』
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
。『
易
』
繋
辞
上
伝
に
「
易

は
天
地
と
準
ふ
。
故
に
能
く
天
地
の
道
を
弥
綸
す
。
仰
ぎ
て
以
て
天
文
を
観
、
俯
い
て
以
て

地
を
察
す
。
是
の
故
に
幽
明
の
故
を
知
る
（
易
与
天
地
準
。
故
能
弥
綸
天
地
之
道
。
仰
以
観

於
天
文
、
俯
以
察
於
地
理
、
是
故
知
幽
明
之
故
）」と
あ
る
。「
仰
以
…
」
以
下
は
辨
物
篇
で
も

引
か
れ
て
い
た
が
、『
易
』
は
天
地
に
擬
え
て
作
ら
れ
て
お
り
、
天
地
の
道
を
覆
い
尽
く
し
て

い
る
。
そ
こ
で
『
易
』
に
よ
り
天
文
・
地
理
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
幽
遠
な
、
ま
た
は
著
明

な
現
象
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
立
場
か
ら
繋
辞
上
伝
は
「
天
は
尊
く

地
は
卑
し
く
し
て
、
乾
坤
定
ま
る
。
…
天
に
在
り
て
は
象
を
為
し
、
地
に
在
り
て
は
形
を
為

し
て
、
変
化
見
は
る
（
天
尊
地
卑
、
乾
坤
定
矣
。
…
在
天
成
象
、
在
地
成
形
、
変
化
見
矣
）」

「
生
生
、
之
を
易
と
謂
ふ
。
象
を
成
す
、
之
を
乾
と
謂
ふ
。
法
を
効
す
、
之
を
坤
と
謂
ふ
。
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数
を
極
め
て
来
を
知
る
、
之
を
占
と
謂
ふ
。
変
を
通
ず
る
を
事
と
謂
ふ
。
陰
陽
測
ら
ず
、
之

を
神
と
謂
ふ
（
生
生
之
謂
易
、
成
象
之
謂
乾
、
効
法
之
謂
坤
、
極
数
知
来
之
謂
占
、
通
変
之

謂
事
、
陰
陽
不
測
之
謂
神
）」と
も
述
べ
て
、
陰
陽
の
神
妙
な
る
変
化
に
よ
っ
て
万
物
を
絶
え

ず
生
み
出
す
働
き
を
『
易
』
と
言
い
、
天
に
象
を
成
す
乾
の
働
き
と
地
に
法
を
効
す
坤
の
働

き
を
も
と
に
、
そ
の
数
を
極
め
て
未
来
を
知
る
の
が
「
占
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
い
う

「
数
」
と
は
何
か
。
繋
辞
上
伝）

（1
（

に
よ
る
と
、「
天
一
地
二
、
天
三
地
四
、
天
五
地
六
、
天
七
地

八
、
天
九
地
十
」
と
い
う
具
合
に
天
地
は
そ
れ
ぞ
れ
合
計
二
十
五
・
三
十
と
い
う
数
を
も

ち
、
こ
れ
を
合
わ
せ
た
五
十
五
と
い
う
数
が
神
妙
な
変
化
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
、
乾
卦

を
得
る
た
め
の
策
数
（
陽
爻
６
×
36
策
）
の
216
と
坤
卦
を
得
る
た
め
の
策
数
（
陰
爻
６
×

24
策
）
の
144
を
足
し
た
360
は
、
一
年
の
日
数
に
当
た
る
。
ま
た
易
上
下
二
篇
に
含
ま
れ
る

六
十
四
卦
の
陽
爻
・
陰
爻
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
192
な
の
で
、
六
十
四
卦
の
策
数
は
（
36
×
192
＋

24
×
192
＝
）11520

と
い
う
数
と
な
り
、
こ
れ
が
万
物
の
数
に
相
当
す
る
。「
極
数
知
来
之
謂

占
」
と
は
、『
易
』
に
秘
め
ら
れ
た
天
地
万
物
に
固
有
の
数
を
極
め
尽
く
す
こ
と
で
未
来
を
予

知
す
る
こ
と
を
「
占
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
辨
物
篇
に
「
其
初
猶
発
於
陰
陽
、
而
化
極

万
一
千
五
百
二
十
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
劉
向
は
こ
の
易
伝
の
い
う
象
数
に
も
と
づ
く
占
断

を
重
ん
じ
る
考
え
を
承
け
て
い
る
。
一
方
、『
繁
露
』
二
端
篇
に
「
日
蝕
、
星
隕
、
蜮
有
り
、

山
崩
、
地
震
、
夏
に
大
雨
水
あ
り
、
冬
に
大
雨
雹
あ
り
、
隕
霜
草
を
殺
さ
ず
、
正
月
自
り
雨

ふ
ら
ず
し
て
秋
七
月
に
至
り
、
鸜
鵒
の
巣
に
来
た
る
有
り
、
春
秋
之
を
異
と
す
る
は
、
此
を

以
て
悖
乱
の
徴
を
見
れ
ば
な
り
。
…
孔
子
の
此
を
以
て
之
を
効
す
は
、
吾
が
微
を
貴
び
始
を

重
ん
ず
る
所
以
な
り
。
夫
の
災
異
の
象
を
前
に
推
し
て
、
然
る
後
安
危
禍
乱
を
図
る
を
悪
む

は
、
春
秋
の
甚
だ
尊
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
（
書
日
蝕
、
星
隕
、
有
蜮
、
山
崩
、
地
震
、
夏
大

雨
水
、
冬
大
雨
雹
、
隕
霜
不
殺
草
、
自
正
月
不
雨
至
於
秋
七
月
、
有
鸜
鵒
来
巣
、
春
秋
異
之
、

以
此
見
悖
乱
之
徴
。
…
孔
子
以
此
効
之
、
吾
所
以
貴
微
重
始
是
也
。
因
悪
夫
推
災
異
之
象
於

前
、
然
後
図
安
危
禍
乱
於
後
者
、
非
春
秋
之
所
甚
貴
也）

（1
（

）」と
あ
る
。『
繁
露
』
二
端
篇
は
日
蝕

以
下
の
諸
異
変
を
『
春
秋
』
が
記
す
の
は
そ
れ
が
君
主
の
「
悖
乱
の
徴
」
だ
か
ら
で
あ
り
、

孔
子
の
『
春
秋
』
は
物
事
の
「
微
」「
始
」
を
重
ん
じ
る
の
だ
と
し
て
、「
災
異
の
象
」
を
予
見

し
て
「
安
危
禍
乱
」
を
図
る
の
が
『
春
秋
』
の
重
ん
じ
る
精
神
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
端

篇
の
『
春
秋
』
の
災
異
の
見
方
も
、
辨
物
篇
の
天
文
・
地
理
の
観
察
に
も
と
づ
く
「
占
変
」

の
考
え
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
説
苑
』
辨
物
篇
が
示
す
劉
向
の
三
統
説
と
そ
れ
に
伴
う

「
占
変
」
の
考
え
は
、
易
伝
（
易
学
）
と
『
繁
露
』
の
説
（
春
秋
公
羊
学
）、そ
し
て
『
洪
範

五
行
伝
』
の
説
（
尚
書
洪
範
学
）
を
基
軸
に
し
て
成
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
第
二
節
で
引
い
た
成
帝
の
元
延
年
間
の
東
井
宿
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
と
蜀
郡
の
岷

山
の
崩
壊
に
対
す
る
劉
向
の
上
奏
文（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
）
の
末
尾
に
は
「
易
に
曰
く
、
書

は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
と
。
是
を
以
て
卦
を
設
け
爻
を
指
し
て
、
復
た
義

を
説
く
。
天
文
は
以
て
相
暁
り
難
け
れ
ば
、
臣
図
上

た
て
ま
つる

と
雖
も
、
猶
口
説
を
須
ち
て
、
然
る

後
知
る
べ
し
。
願
は
く
は
、
清
燕
の
間
を
賜
り
て
、
図
を
指
し
て
状
を
陳
べ
ん
（
易
曰
、
書

不
尽
言
、
言
不
尽
意
。
是
以
設
卦
指
爻
而
復
説
義
。
…
天
文
難
以
相
暁
、
臣
雖
図
上
、
猶
須

口
説
、
然
後
可
知
。
願
賜
清
燕
之
間
、
指
図
陳
状
）」と
し
て
、『
易
』
繋
辞
上
伝
の
文
に
よ

り
、
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
な
い
か
ら
こ
そ
、『
易
』
は
卦
爻
を
設
け
た
う

え
で
義
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
天
体
の
現
象
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
図
を
用
い
た
う
え

で
口
頭
で
の
説
明
が
要
る
と
い
う
。
資
料
【
Ｘ
】
の
劉
向
の
災
異
説
は
正
し
く
特
定
の
天
変

地
異
（
蜀
漢
地
域
の
山
崩
れ
と
、
東
井
宿
に
お
け
る
孛
星
の
出
現
）
か
ら
天
意
を
捉
え
、
分

野
説
・
陰
陽
説
・
五
行
説
に
よ
る
解
釈
か
ら
漢
滅
亡
の
予
言
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
劉
向
自

身
は
、
王
莽
の
簒
奪
に
よ
る
漢
の
滅
亡
を
目
睹
し
て
お
ら
ず
、
成
帝
の
死
去
の
前
年
（
前

８
）
に
没
し
て
い
る
。
本
稿
の
序
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
資
料
【
Ｘ
】
の
末
尾
に
「
其
後
三
世

亡
嗣
、
王
莽
簒
位
」
と
あ
る
の
は
、
天
変
地
異
に
対
す
る
劉
向
の
解
釈
が
的
中
し
た
こ
と
を
、

後
漢
初
期
の
班
固
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
と
関
連
し
て
、『
漢
書
』
楚
元
王
伝
の

賛
に
お
い
て
班
固
は
「
劉
氏
洪
範
論
発
明
大
伝
、
著
天
人
之
応
」
と
し
て
、
劉
向
の
『
洪
範

五
行
伝
論
』
が
『
尚
書
大
伝
』、つ
ま
り
『
洪
範
五
行
伝
』
を
発
明
し
て
天
人
の
相
応
を
著
ら

か
に
し
た
と
称
賛
し
た
う
え
で
「
嗚
虖
、
向
の
山
陵
の
戒
を
言
ふ
は
、
今
に
于
て
之
を
察
れ

ば
、
哀
し
き
か
な
。
梓
柱
を
指
明
し
て
以
て
廃
興
を
推
す
は
、
昭
ら
か
な
り
（
嗚
虖
、
向
言

山
陵
之
戒
、
于
今
察
之
、
哀
哉
。
指
明
梓
柱
以
推
廃
興
、
昭
矣
）」と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に

い
う
「
山
陵
之
戒
」「
指
明
梓
柱
以
推
廃
興
」
と
い
う
二
事
の
う
ち
、
前
者
は
資
料
【
Ｘ
】
の

劉
向
説
（
五
行
志
下
之
上
）
に
当
た
り
、
後
者
は
第
四
節
で
ふ
れ
た
元
帝
初
元
四
年
の
王
太

后
の
曾
祖
父
・
王
伯
の
墓
問
の
梓
柱
が
上
方
へ
伸
長
し
た
と
い
う
異
変
を
王
氏
が
将
来
漢
家

に
取
っ
て
代
わ
る
象
徴
だ
と
し
た
劉
向
説
（
五
行
志
中
之
下
）
に
当
た
る
。
先
の
二
事
に
対

す
る
「
哀
哉
」「
昭
矣
」
と
の
賛
の
言
葉
は
、
班
固
が
こ
れ
ら
の
劉
向
の
災
異
説
の
洞
察
の
正

し
さ
と
天
命
常
な
ら
ざ
る
歴
史
の
現
実
に
驚
歎
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
漢
書
』
五
行
志
に
採
ら
れ
た
『
洪
範
五
行
伝
論
』
の
劉
向
説
は
、『
説
苑
』
辨
物
篇
が
示

す
独
自
の
三
統
説
を
理
論
的
前
提
と
し
て
も
つ
と
考
え
ら
れ
た
。
劉
向
の
三
統
説
は
、
一
な

る
道
が
二
（
陰
陽
）
・
三
（
天
地
人
三
統
）
・
四
（
四
時
・
四
方
）
・
五
（
五
行
）
を
統
括

す
る
構
造
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
三
統
説
を
支
え
る
学
術
は
易
伝
（
易
学
）
と
『
繁
露
』

劉向の災異解釈における分野説への依拠とその三統説
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（
春
秋
公
羊
学
）、そ
し
て
『
洪
範
五
行
伝
』（
尚
書
洪
範
学
）
を
基
軸
に
し
た
も
の
だ
っ
た）

11
（

。

劉
向
の
春
秋
学
に
関
し
て
言
え
ば
、
劉
向
は
災
異
解
釈
に
お
い
て
『
穀
梁
伝
』
を
用
い
（
本

稿
第
一
節
）、ま
た
『
左
伝
』
に
依
拠
し
て
説
を
立
て
て
い
た
（
本
稿
第
二
節
）
が
、
他
方
、

そ
の
災
異
解
釈
が
董
仲
舒
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
こ
と）

1（
（

、
ま
た
董
仲
舒
・
劉
向
・
劉
歆
の

三
者
が
災
異
解
釈
に
分
野
説
を
用
い
る
点
で
共
通
す
る
こ
と）

11
（

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
劉
向
に

お
い
て
は
、
董
仲
舒
由
来
の
春
秋
公
羊
学
が
そ
の
三
伝
兼
修
の
学
の
中
心
に
位
置
付
い
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
劉
向
が
自
身
の
災
異
説
に
用
い
た
「
天
戒
若
曰
」
の
機
能
を
手
が

か
り
と
し
て
、
董
仲
舒
か
ら
後
漢
光
武
帝
期
に
至
る
ま
で
の
災
異
・
瑞
祥
説
の
展
開
に
お
け

る
劉
向
・
劉
歆
の
位
置
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

注
（
１
）
劉
向
の
生
没
年
は
銭
穆
「
劉
向
歆
父
子
年
譜
」（『
両
漢
経
学
今
古
文
平
議
』、東
大
図
書
公
司
印

行
、
一
九
八
九
、
初
出
は
一
九
二
九
）
に
よ
る
。

（
２
）
田
中
麻
紗
巳
「
劉
向
の
災
異
説
」（『
両
漢
思
想
の
研
究
』
、
研
文
出
版
、
一
九
八
六
の
第
二
章

第
一
節
。
初
出
は
一
九
七
〇
）
。

（
３
）
板
野
長
八
「
災
異
説
よ
り
見
た
劉
向
と
劉
歆
」（『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』、岩
波
書
店
、

一
九
九
五
の
第
八
章
、
初
出
は
一
九
七
二
）
。

（
４
）
本
稿
で
用
い
る
『
漢
書
』
の
本
文
は
『
漢
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）
を
底
本
と
す
る
。

（
５
）
第
二
節
で
引
い
た
『
漢
書
』
五
行
志
下
之
下
の
「
文
公
十
四
年
、
七
月
、
有
星
孛
于
北
斗
」
と

い
う
記
事
に
対
す
る
「
劉
向
以
為
、
君
臣
乱
於
朝
、
政
令
虧
於
外
、
則
上
濁
三
光
之
精
、
五
星
贏
縮
、

変
色
逆
行
、
甚
則
為
孛
。
北
斗
、
人
君
象
。
孛
星
、
乱
臣
類
、
簒
殺
之
表
也
」
と
い
う
劉
向
の
解
釈
に

従
い
、「
星
孛
」
を
「
孛
星
」
と
本
稿
で
は
訳
す
る
。

（
６
）
分
野
説
に
つ
い
て
は
「
天
を
い
く
つ
か
に
区
分
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
を
地
上
の
一
定
の
区
域
に

配
当
し
、
天
と
地
上
の
間
に
密
接
不
離
の
相
関
関
係
を
認
め
る
考
え
方
で
あ
る
」
と
す
る
冨
谷
至
・
吉

川
忠
夫
訳
注
『
漢
書
五
行
志
』（
平
凡
社
、
一
九
八
六
）
の
279
頁
・
注
（
８
）
の
定
義
に
従
う
。

（
７
）
五
行
志
下
之
上
の
「
史
記
」
と
は
、『
国
語
』
周
語
上
及
び
『
史
記
』
周
本
紀
の
「
幽
王
二
年
、

西
周
三
川
皆
震
」
以
下
の
記
事
が
採
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
、
五
行
志
下
之

上
の
記
事
と
の
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
り
、『
国
語
』
周
語
上
は
「
伯
陽
父
」
に
作
り
、
ま
た
『
国
語
』

『
史
記
』
が
載
せ
る
伯
陽
甫
の
説
の
末
尾
に
は
「
天
之
所
弃
、
不
過
其
紀
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
な
お
、

劉
向
は
こ
の
記
事
を
『
説
苑
』
辨
物
篇
に
も
収
め
て
い
る
。

（
８
）
顔
師
古
注
に
「
三
川
、
涇
・
渭
・
洛
也
」
と
あ
る
。

（
９
）
本
文
の
「
伯
陽
甫
曰
」
に
対
す
る
服
虔
注
に
「
周
太
史
」
と
あ
る
。

（
10
）
『
史
記
』
周
本
紀
に
よ
る
と
、
伯
陽
甫
が
周
の
滅
亡
を
予
言
し
た
そ
の
歳
に
岐
山
が
崩
壊
し
、

そ
の
三
年
後
に
幽
王
の
褒
娰
へ
の
寵
愛
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
劉

向
説
は
「
時
幽
王
暴
虐
…
」
と
し
て
、
岐
山
の
崩
壊
は
そ
の
当
時
の
幽
王
の
暴
政
が
導
い
た
も
の
と
す

る
の
で
あ
る
。

（
11
）
『
漢
書
』
地
理
志
下
の
「
趙
地
、
昴
畢
之
分
壄
」
に
対
し
て
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
は
「
王
引

之
曰
昴
上
当
有
胃
字
」
云
々
と
い
う
。

（
12
）
本
節
で
引
用
し
た
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
及
び
五
行
志
中
之
下
の
資
料
は
、
拙
稿
「
劉
向
『
説

苑
』
の
公
私
観
と
そ
の
意
味
」（『
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢
』
61
、
二
〇
一
二
）
第
二
節
（
１
）

（
２
）
及
び
第
三
節
（
１
）
で
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）
池
田
秀
三
「
劉
向
の
学
問
と
思
想
」
（
『
東
方
学
報
』
50
、
一
九
七
八
）
第
三
章
の
126
頁
及
び

注
（
51
）
。

（
14
）
本
稿
で
は
劉
向
の
『
説
苑
』
を
成
帝
の
河
平
四
年
（
前
25
）
か
ら
永
始
四
年
（
前
13
）
ま
で
の

成
立
と
見
て
お
く
（
前
掲
拙
稿
の
序
と
注
（
３
）
を
参
照
）。な
お
以
下
に
引
用
し
た
『
説
苑
』
辨
物
篇

の
一
節
は
、
四
部
叢
刊
初
編
子
部
所
収
の
平
湖
葛
氏
伝
樸
堂
蔵
明
鈔
本
を
底
本
と
し
た
。

（
15
）
こ
の
資
料
の
「
璿
璣
」「
玉
衡
」「
魁
」「
杓
」
の
語
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
天
文
志
上
に
「
一
至
四

為
魁
、
五
至
七
為
杓
」「
魁
四
星
為
璿
璣
、
杓
三
星
為
玉
衡
」
と
あ
る
箇
所
を
参
考
に
し
て
意
味
を
取
っ

た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
「
在
璿
璣
玉
衡
以
斉
七
政
」
と
い
う
文
と
、「
以
其
魁
杓
之
所
指
…
」
と
い
う
文
の

中
間
に
位
置
す
る
「
璿
璣
、
謂
北
辰
・
勾
陳
・
枢
星
也
」
と
の
文
は
、
前
後
の
文
脈
に
合
わ
な
い
た
め
、

乱
文
と
見
て
本
文
か
ら
削
っ
た
。

（
16
）
こ
の
句
の
あ
と
に
「
天
禄
永
終
」
の
四
字
が
脱
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）
平
澤
歩「『
漢
書
』
五
行
志
と
劉
向
『
洪
範
五
行
伝
論
』」（『
中
国
哲
学
研
究
』
25
、
二
〇
一
一
）

は
、『
漢
書
』
五
行
志
が
「
伝
曰
」
と
し
て
『
洪
範
五
行
伝
』
を
引
い
た
あ
と
に
載
せ
る
「
説
曰
」
の
部

分
は
「
夏
侯
勝
・
孔
光
・
劉
歆
等
の
説
で
は
な
く
、
劉
向
説
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
」
と
い
う
。

（
18
）
以
下
の
繋
辞
上
伝
の
理
解
は
、
韓
康
伯
注
・
孔
穎
達
疏
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
）
こ
の
『
繁
露
』
二
端
篇
の
三
句
の
理
解
は
、
岩
本
憲
司
「
災
異
説
の
構
造
分
析
―
董
仲
舒

の
場
合
―
」（『
「
義
」
か
ら
「
事
」
へ
―
春
秋
学
小
史
―
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
、
初
出
は

一
九
九
六
）
の
第
六
章
）
138
頁
か
ら
139
頁
の
「
前
徴
や
予
測
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
」
と
い
う
理

解
に
従
う
。

（
20
）
拙
稿
「
劉
歆
の
三
統
説
・
六
藝
観
と
そ
の
班
固
『
漢
書
』
へ
の
影
響
」（『
山
口
大
学
教
育
学
部

紀
要
』
67
、
二
〇
一
八
）
で
は
、
劉
歆
の
三
統
説
が
、
元
が
三
統
・
五
行
を
統
括
す
る
構
造
を
も
つ
こ

と
、
易
学
・
洪
範
学
・
春
秋
公
羊
伝
を
基
軸
に
し
て
成
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
ゆ
え
劉
歆
の
三
統
説

は
、
そ
の
基
本
構
造
を
父
の
劉
向
の
三
統
説
か
ら
受
け
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
劉
向
・
劉

歆
の
三
統
説
は
一
元
に
も
と
づ
く
王
朝
の
交
代
・
循
環
の
原
理
で
あ
る
点
で
、
同
拙
稿
第
一
節
（
３
）

で
取
り
上
げ
た
劉
向
父
子
の
五
徳
終
始
説
と
密
接
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）
岩
本
氏
前
掲
論
文
（
142
頁
）
は
、『
漢
書
』
五
行
志
所
収
の
董
仲
舒
の
八
十
三
例
の
災
異
解
釈
の

う
ち
、
ほ
ぼ
半
数
の
四
十
一
例
ま
で
が
劉
向
と
同
解
釈
だ
と
す
る
。

（
22
）
鎌
田
正
『
左
伝
の
成
立
と
そ
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
三
）
第
二
編
第
一
章
第
三
節
の

二
で
は
、
劉
歆
の
分
野
説
は
十
二
次
分
野
説
を
以
て
一
貫
す
る
特
色
を
示
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
董
仲

舒
・
劉
向
二
氏
の
所
説
は
、
時
に
二
十
八
宿
に
本
づ
く
分
野
説
を
以
て
占
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

必
ず
し
も
こ
れ
を
以
て
一
貫
し
て
い
な
い
と
す
る
。

南部 英彦
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